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    多摩市立南鶴牧小学校 学校だより 平成３０年度 第４号 平成３０年７月２日 

たいさんぼく 
 

 
生 き と し 生 け る も の と と も に 

校長 關口 寿也 

 例年より２０日早い梅雨明けのようです。校内にある”やまもも”や”びわ”も、例年より早い時期に実
がなり、見つけた子供たちが頬張っていました。地球温暖化を地でいく厳しい暑さの夏にならないこと

を祈るばかりです。子供たちにも水分補給を忘れないよう、こまめに声かけをしていきます。 
 朝校門で挨拶していると、子供たちの様子で季節を感じることができます。４月当初は、野花や綿毛

を手に楽しそうに来る子、私に一輪プレゼントしてくれる子といったように、咲き誇る春を感じました。

５月には、軽く握りしめてきた手を開いて、途中で捕まえた生き物を見せてくれる子がたくさんいまし

た。ダンゴムシやカナヘビの登場に、生き物の目覚めを感じることができました。６月に入ると、俄然

増えたのが小さな虫かご(飼育水槽)を持ってくる子供たちです。「なになに？」と聞くと、嬉しそうにク
ワガタやかぶと虫を見せてくれました。例年より早い羽化を感じることができました。「教室に持って行

ってどうしているのだろう？」と授業を回ってみると、教室のあちらこちらに複数の虫かごがごくごく

当たり前のように置いてありました。豊かな自然に囲まれ、その恵みを享受してい

る南鶴牧小学校の子供たちは幸せだなと思う光景です。 
かつて、とある街中の小学生がかぶと虫を育てたときに、こんな生育記録を残し

ていたのを目にしたことがあります。「カブトムシはゼリーを食べると思っていたけ

れど、スイカやトマトも食べて驚きました。」と。さて、本校の子供たちは、かぶと

虫の餌として目の前に昆虫ゼリーとスイカがあった時に、どちらをかぶと虫の前に

置くでしょうか。朝の校門での様子から、後者であることを確信しています。 

子供たちの学びに、体験活動が不可欠と言われます。その体験活動の第一歩は、自然体験活動です。

天気や気温、動植物の生態等に触れることで、自然の道理や摂理、そして愛おしむ気持ちが育ちます。

例えば桜が一年中咲いていたらどうでしょう。一斉に花開くからこそ見事なまでの不思議さを感じ、潔

く散るからこそ切なさや美しさを感じるのでしょう。春になって舞う蝶、秋になって地面に横たわる蝉、

そういった生(せい)の体験もその一つです。自然体験活動によって、この同じ大地に生きる者として、

この環境の素晴らしさや自らの生(せい)を学んでいくのです。子供たちに豊かな感情を湧きあがらせ、

時に哲学的な意識も芽生えさせること。これは、すべての学びの重要なベースとなります。 

しかし、学びの重要な基礎であるからこそ、自然体験を自然が与えてくれるままにしておいてよいわ

けではありません。本校には果樹のなる樹がたくさん植わっています。やまもも、びわ、梅、ざくろ、

柿、夏みかん、ひめりんご、ブルーベリー、ぶどう、トマト、そして校舎改修工事の事務所の下敷きと

なっていたキウイ(再生してきました!!)、今年度はアルプス乙女(りんご)を２本植えました。５月末には、

プール前のぶどうを子供たちが楽しめるよう、アーチ上のぶどう棚をおやじの会の皆様に作っていただ

きました。また、兎も他校から 1羽譲ってもらい、おまけに軍鶏も 1羽校舎裏で飼育を始めました(かな

り威勢がよく子供が触れることができないのですが･･･ぜひご覧ください)。ビオトープや野鳥観察もしかり。２

学期には校庭で牧場体験も検討中です。これらは、いわば学校が子供たちに仕組む自然体験活動(環境整

備)で、授業で活用しています。同じ大地に、同じ時刻に、生きとし生けるものとして感じ合い、学び合

い、優しく、そして喜びを感じることのできる子供になることを願って、今後もさらに体験活動の仕掛

けを考えていきたいと思います。 

HP http://schit.net/tama/esminamitsurumaki/  E-mail daihyo-minamiturumaki-sho＠city.tama.ed.jp 



大きく成長した運動会       １年生担任 早川 淳一  

真夏を思わせるような暑い１日となった今年の運動会。保護者の皆さんの温かいご声援、

ありがとうございました。１年生にとって初めての運動会となりましたが、暑さにも負け

ず、子供たちは 120％の力で、元気いっぱいにがんばりました。 

 「Shining Stars～シャイニング スターズ～」では、指先までピンと伸ばし、小さな

体全体を使って踊ることができたので、赤色、黄色、青色のポンポンが緑の芝生に映えま

した。アップテンポの曲に合わせて、難しい振り付けや、全体のウェーブ、打ち上げ花火

などのレベルの高い技も協力して成功させ、かわいいだけではなくかっこいい１年生の姿

も見せることができました。 

本校伝統のチェッコリ玉入れは、応援席の上級生の子供たちも一緒になってダンスを踊

って応援してくれるので、子供たちはニコニコでダンスを踊り、夢中で玉を入れました。

おしりをふる姿がなんともかわいらしかったです。 

今年の運動会は、１年生から６年生まで、赤組と白組が全力でぶつかり合い、歴史に残

る同点引き分けで幕を閉じました。赤組と白組がお互いの健

闘をたたえ合い、会場全体が大きな拍手につつまれました。

いつもの年とは一味違う、感動的な瞬間でした。みんなで一

つのことを目指して一緒に頑張ることのできる行事は、最高

の学びの場だと思います。 

運動会を通して、一回り成長した子供たち。今後の活躍に

ますます期待がふくらみます。 

 

【「以心伝心」 ～心を一つに～】    ６年担任 前田 道仁  

 ４月当初、今年度の活動には、全て「小学校生活最後の…」の冠がつくことを、改めて確

認したところ、子供たちから挙がってきた言葉は「絶対に後悔はしたくない！」でした。 

 ６年生最大の行事と言っても過言ではない、小学校生活最後の運動会。高学年の表現は安

全面を考慮して、組体操における配慮が必要になってきています。それでも子供たちの意欲

は高まるばかりで、例年にはないほどの隊形移動を最後の最後まで頑張りました。練習中に

は５年生に教えるために、先行で取り組み、進んで声を掛ける姿は頼もしさを感じました。

係では、「～しましょうか？」「～をしたほうがよいと思います。」と自ら提案をしたり、

騎馬戦では、紅白に分かれて、５.６年秘密の作戦会議をしたり、表現や徒競走、リレーの

練習を友達と声をかけ合ったりと“自ら考え、行動”しました。そういった自立する姿が多

く見られたことに私たち担任も驚きと嬉しさを感じました。 

 その原動力となったもの、それは一人一人が小学校生活最後の運動会を「後悔のないもの」

＝「最高なもの」にしたいという気持ち

です。行事で子供は成長すると言われま

すが、それを体現してくれた子供たちを

誇りに思います。最後になりましたが、

４月からお子さんへの励ましのお言葉、

本当にありがとうございました。今後も

引き続きよろしくお願いします。 

 以心伝心「ウェーブ」：２０１人の心を一つに！ 

表現「シャイニングスターズ」 



あゆみの見方(通知表について）     研究部通知表担当  江口 麻也子 

早いもので、１学期も残りわずかとなりました。毎学期、学習面・生活面を振り返り、さらに健やかな成

長を支援していくための手立てとして、学期末にお渡しする通知表『あゆみ』には、お子様ががんばったこ

とやさらに努力するとよいことなどを記させていただいております。 
学習面では、学期の終わりに配布させていただいている評価の基準を基に、どの程度、達成しているかを、

１・２年生は「できる」「もうすこし」の２段階、３～６年生は「よくできる」「できる」「もうすこし」

の３段階で表しています。３年生からは、「よくできる」と１段階増えますが、「できる」が基準となりま

す。また、今年度は「特別の教科 道徳」の評価を「学校から」の欄に記載いたします。 
生活行動面の観点は、「話を聞くこと」「状況に応じた正しい言葉遣い」「学習の準備」「整理整頓」「当

番の仕事」「友達との協力」の６つです。 
お子さんの学校での学習や生活の様子がご家庭によく伝わり、子供たち一人ひとりの励みとなる「あゆ

み」にしたいと考えております。「たいへんよい」の○の数で見るのではなく、お子様に自信をつけながら

成長につなげるために、次の学期に何に気を付けて学びを進めていけばよいかという視点で、ご家庭でもお

子様と一緒に考えてください。あゆみは、長期休業（夏季・冬季）中はご家庭で保管してください。『家庭

から』の欄にご記入を頂き、確認印を押印の上、始業式に用紙を挟んだままの状態で提出をお願い致します。

ご心配な点がございましたら、ご相談ください。ご理解・ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 
 
 
 高学年「あゆみ」の例  

 
※例は教科評価の欄が空欄になっていますが、実物はいずれかに○がつきます。 
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夏季水泳指導⑤(低学年／高学年）
ぐんぐん教室（高学年／低学年）27 金

保護者会にぜひおいでください

6 金

7 土

2 月

７月行事予定
授　業　時　数

日 曜 学校行事 保健安全行事

1 日

3 火
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７月の保健指導目標
７月の給食指導目標

　自分が大切　　みんなが大切
 　　　　・あいさつをしよう　　　　・きまりを守ろう　　　　・協力しよう

進んで行動しよう
危険な遊びはやめよう
体の清潔に気をつけよう

28 土
29 日

芝生管理作業　サッカー

夏季水泳指導⑥（高学年／中学年※検定）
ぐんぐん教室（中学年／高学年）30 月

31 火
夏季水泳指導⑦（低学年※検定／高学年※検定）
ＮＨＫ合唱コンクール　府中の森藝術劇場（合唱団出場）

今年度の重点目標

７月の生活指導目標
７月の安全指導目標

食事の前に手をあらおう

４校時授業短縮時程の上段：給食なし・下段：給食あり
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児童集会（集会委員）　保護者会(１,３,５年)
学力向上を図るための調査（５年）
放課後子ども教室
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スクールカウンセラー

たてわり班あそび わかば１学期終
放課後子ども教室ボランティア
                         (３年２組・お琴教室があります）
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夏季水泳指導②（低学年／中学年）
青少協星を観る会19:30大松台小

夏季休業日始　ラジオ体操始6:30（～３１日,土・日を除く）
夏季水泳指導①(中学年／低学年)
星を観る会（４年）18:00　ぐんぐん教室（低学年／中学年）

芝生管理作業　サッカー
野外コンサート18:00鶴牧東公園(合唱団出演)

午前授業　短縮時程　終業式　大掃除 ４ ４ ４ ４ ４ ４

午前授業　短縮時程
放課後子ども教室はありません

芝生管理作業　ボーイズ/１年２組、４年２組 9:00
グリーンネットワーク委員会定例会④10:30

５ ５ ６ ５ ６ ５

５

児童朝会
委員会活動

４ ５

児童集会(飼育委員)　避難訓練
青少協合同夜間パトロール18:50多摩センター

６
児童朝会
５年生以上６時間授業

午前授業　普通時程　クラスあそび　安全指導
研究授業（４年２組）５校時
放課後子ども教室ボランティア(３年１組)

６

世話人会10:00　スクールカウンセラー
保護者会(２,４,６年)　放課後子ども教室

放課後パトロール
　　　　　　(５年１組)

芝生管理作業　サッカー/１年１組、４年１組 9:00

４

５校時授業

４校時授業 13:20 13:25

月・火・木・金 水 短縮時程

集団下校集合時刻

12:10

　１学期のまとめとして保護者会を開催いたしま
す。今回は全体会は行わず、１４時４５分より学
年または学級ごとに実施します。２，４，６年生は
７月３日（火）、１，３，５年生は７月５日（木）で
す。１学期の様子や夏休みの過ごし方などにつ
いてお話しをしたいと思います。安全上の理由
で自動車、バイクでのご来校はご遠慮ください。

　７月２３日～３１日、８月２７日～２９日（土日は
除く）に校庭でラジオ体操を実施します。６時３０
分までに集まることができるようにご家庭を送り
出してください。体操をするので運動ぐつをはか
せてください。雨天時は体育館で実施します。

ラジオ体操（青少協主催）

　基礎学力習熟のための「ぐんぐん教室」を７月
２３日（月）・２７日（金）・３０日（月）に実施しま
す。参加は、担任より参加希望のプリントが配布
された児童となります。なお、中学生がお手伝い
に来る予定です。

夏休みぐんぐん教室

　夏休み期間中に水泳指導を行います。前期
は７月２３日～３１日、後期は８月２１日～２４日で
す(土日は除く)。このうち、７月２５日と２６日はイ
ルカ教室です。水泳指導の時間は前半が９時
～１０時３０分（受付８時４５分）、後半が１１時～１
２時３０分（受付１０時４５分）です。（イルカ教室
は９時～１２時・受付８時４５分です。）、なお、前
後期の最終日は検定日です。
　イルカ教室は４年生以上で、２５ｍ泳ぐことに挑
戦している子どもを対象にしています。学級担
任の方から声がかかりましたら、ぜひ、参加させ
てください。

夏休み水泳指導・イルカ教室

　２年生が参加した「第６８回はたらく消防の写
生会」で、荒井瑚都さん、頼則このはさん、弘重
大地さんが優秀賞（消防総監賞）を受賞しまし
た。また、植栗裕人さん、長内杏樹さん、長嶋修
平さんが入選（多摩消防署長賞）しました。入賞
した児童の作品は、７月３０日（月）～８月５日
（日）まで、丘の上プラザ４Ｆふれあい広場に展
示されます。ぜひ、ご覧ください。

はたらく消防の写生会


